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だいご

議会だより

～大子清流高校生と文教厚生委員会との意見交換会～（P12）

「だいご」愛に年の差は関係はありません。
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︻
第
39
代
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
︼

菊
池
靖
一
議
長

　

先
の
３
月
定
例
会

に
お
い
て
、
第
39
代

議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
議
会
を
束
ね
る
長
の
責
任
は
極
め

て
重
大
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。

　

大
子
町
で
は
、
令
和
元
年
の
災
害
以
降
、

庁
舎
移
転
や
防
災
道
の
駅
を
含
め
た
ま
ち
な

か
ビ
ジ
ョ
ン
計
画
な
ど
大
き
な
事
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
は
新
庁
舎
が
完
成
し
、
今

年
度
内
に
は
衛
生
セ
ン
タ
ー
も
運
用
が
開
始

さ
れ
、
残
さ
れ
た
事
業
も
こ
れ
か
ら
具
体
的

に
動
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

少
子
化
、
過
疎
化
に
よ
る
若
者
の
減
少
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

現
状
に
お
い
て
は
議
会
の
果
た
す
役
割
と
責

務
も
一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
執
行
部
と
も
連
携
し
て
町
政
発
展
に
精

一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
町
議
会

に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

た
し
ま
す
。

︻
第
35
代
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
︼

齋
藤
忠
一
副
議
長

　

現
在
、
大
子
町
で

は
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
の
災
害
以
来
、

災
害
に
強
い
、
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
国
や

県
の
手
厚
い
支
援
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、

今
ま
で
に
新
し
い
役
場
庁
舎
が
完
成
し
、
今

後
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
、
松
沼
橋
の

架
け
替
え
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

更
に
は
、
道
の
駅
奥
久
慈
だ
い
ご
が
国
の
防

災
道
の
駅
に
指
定
さ
れ
、
今
後
、
旧
役
場
庁

舎
解
体
、
そ
の
後
、
新
た
な
防
災
拠
点
と
し

て
整
備
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
大
子
町
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

確
実
に
前
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
子
町
議
会
と
し
て
も
、
今
後
、
そ
れ
ら
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
町
づ
く
り
に
活
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
任
期
１
年
の
改
選
と
な
り

ま
し
た
が
、
私
も
、
議
員
全
員
の
推
薦
の
も

と
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
議
長
を
補
佐

す
る
と
と
も
に
、
大
子
町
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
に
、
議
会
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和５年 第１回定例会

　令和５年第１回定例会が３月２日から３月１０日までの９日間の会期で開催されました。令
和５年度一般会計予算などの町長提出議案が３１件、議員提出議案３件が審議され、全会一致
で原案どおり可決・同意されました。
　一般質問には、７人の議員が登壇し、町政に対しての質問、答弁が展開されました。
　また、３月９日付けで金澤眞人議長が議長職を辞任したため、３月１０日に正副議長の改選
を行いました。指名推薦の結果、第 39 代議長に菊池靖一議員、第 35 代副議長に齋藤忠一議員
が就任されました。

日本一幸せなＤＡＩＧＯづくりに
  108億円（令和５年度 一般会計当初予算）
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令和５年度当初予算５つのポイント
≪基本方針≫
　第６次大子町総合計画の４年目（最終年度）として、第６次大子町総合計画実施計画を推進
してきた中で得られた課題や、周辺環境の変化に対応する必要があります。その上で「魅力あ
るストーリーで新しいまちの景色を創り未来へつなぐ DAIGO」の実現に向け、重点施策の積
極的な展開を図ります。
　主な新規事業などは次のとおりです。

○誰もが安心・安全に暮らせる思いやりに満ちたまちづくり
・農道整備工事　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　６２８万円
・林道開設改良事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　５２０万円
・中心市街地排水処理施設実施設計業務　　　　　　　　　　　　 ３７６０万円
・公共下水道事業計画（雨水）策定業務　　　　　　　　　　　　 １２００万円
・大子町公営住宅等長寿命化計画策定業務　　　　　　　　　　　　 ５３４万円
・立地適正化計画策定業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　５２８万円
・消防団員出動報酬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　６４１万円
・地域防災計画改定業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４２０万円

ポイント１

○未来を担う心豊かな人を育むまちづくり
・幼稚園テラス屋根修繕・鉄骨塗装・トイレ改修工事　　　　　　 　３１５万円
・中高連携（清流高校魅力化）事業　　　　　　　　　　　　　　 ３０６６万円
・大子清流高校英語技能検定試験等補助金　　　　　　　　　　　　 　３４万円
・小学校英語検定試験　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　７６万円
・公民館及びコミュニティセンタ－各所工事　　　　　　　　　　　 ４８９万円
・出産・子育て応援給付金　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　５２５万円
・電子黒板ミライタッチ購入費　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７５０万円

ポイント2

○元気、にぎわい、活力ある産業を創造するまちづくり
・森林環境譲与税活用事業（森林整備等）　　　　　　　　      　　９５７０万円
・森林環境譲与税活用事業（林道整備等）　　　　　　　　　　　　１３５５万円
・ふるさとものづくり支援事業補助金　　　　　　　　　　　　　　 ３２０万円
・移住相談センタ－業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２９５万円
・経済産業省関東経済産業局との連携事業（都市への企業交流）　　　　 ２７７万円
・大子清流高校と連携した特産農産物等創出事業　　　　　　　　　 １９０万円

ポイント3
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○交流と協働による、魅力あふれ、健全で持続可能なまちづくり
・交流拠点施設建設事業（防災道の駅関連）　　　　　　　　　　  ４８８９万円
・第７次大子町総合計画策定支援業務　　　　　　　　　　 　　　　７７７万円
・イベント広場周辺設計業務　　　　　　　　　　　　　 　　　　１８４０万円
・空き店舗等活用事業における店舗設計業務　　　　　　　 　　　　４３０万円
・脱炭素ビジョン策定業務　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　９５９万円

ポイント5

　令和５年度全体では新規事業９０件、拡充事業６件、継続事業１９件が実施されることにな
ります。

令和５年度　一般会計・特別会計及び企業会計の予算
会　　計　　別 予　算　額 前年度比較（△減）

①一般会計 108 億円 △ 10 億 8800 万円

②国民健康保険事業特別会計 24 億 1661 万 4 千円 1859 万 9 千円

③後期高齢者医療特別会計 2 億 9108 万円 1023 万 5 千円

④介護保険特別会計 26 億 6200 万円 △ 3880 万 4 千円

⑤介護サービス事業特別会計 1243 万 7 千円 △ 35 万 5 千円

⑥浄化槽整備事業特別会計 1 億 3662 万 9 千円 892 万 2 千円

⑦水道事業会計 9 億 9566 万 4 千円 7584 万円

総　　　　額 173 億 1442 万 4 千円 △ 10 億 1356 万 3 千円

○地域の資源を紡
つむ

ぎ町のストーリーとして発信するまちづくり
・観光交流施設工事設計業務（旧ゲームセンター跡地）　　　　　  ３５００万円
・大子町営研修センタ－研修棟改修事業　　　　　　　　　　　　　 ５１０万円
・木材を活用したやみぞサウナ場改修事業　　　　　　　　　　　 ３１００万円
・古民家レストラン期間限定運営事業　　　　　　　　　　　　　　 ４００万円
・大子駅前 SL 塗装修繕工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １４７万円
・屋外観光案内板更新業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３３０万円
・道の駅北側敷地整備設計業務　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７１０万円
・森林を活用したマウンテンバイクコ－ス基本構想策定業務  　　　　１４０万円
・地域資源を活かした水郡線活性化事業　　　　　　　　　 　　　　７００万円

ポイント4
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令和４年度　一般会計補正予算（第８号）の主なもの
歳　　入 補　　正　　額 歳　　出 補　　正　　額

地方交付税 ２億２９４２万円 新庁舎建設事業費 △１００８万４千円
国庫支出金 △１１８０万円 障害福祉サービス給付費扶助 ３８６７万９千円
県支出金 △９０８万１千円 町外搬出し尿汚泥等処理業務委託料 △１０００万円
繰越金 △４億８３３８万９千円 農作物被害防止資材購入費補助金 △１１３０万円
町債 △７３０万円 空き家バンクリフォーム助成金 １９０万円

スクールバス運行委託料 △１４１８万円

特別会計等 補　正　額 補正後の予算額
大子町介護保険特別会計（第 3 号） △ 3073 万 1 千円 26 億 9140 万円
大子町介護サービス事業特別会計（第 1 号） △ 58 万 1 千円 1221 万 1 千円
大子町浄化槽整備事業特別会計（第 1 号） △ 3562 万 5 千円 9208 万 2 千円
大子町水道事業会計（第 5 号）〔収益的収入〕 2288 万 6 千円 5 億 324 万 9 千円
　　　　　　〃　　　　　〔収益的支出〕 389 万 8 千円 4 億 9227 万 8 千円
　　　　　　〃　　　　　〔資本的収入〕 △ 7911 万 2 千円 1 億 5784 万 8 千円
　　　　　　〃　　　　　〔資本的支出〕 △ 1 億 2269 万 4 千円 3 億 4969 万 5 千円

令和４年度　特別会計等の主な補正額

「一般会計（１０８億円）と特別会計及び企業会計」について
　 新しい年度（４月から翌年３月まで）が始まる前に、1 年間でどれくらいの収入があるか、

その収入をもとにして、どのような行政サービスを行うか計画します。その計画した事
業の費用の総額を「当初予算」といいます。予算は目的ごとの７項目に分けれられてい
ます。（７つの財布があって、そこからお金を支払うイメージです。）見出しの「令和５

年度一般会計当初予算１０８億円」は、幸せなＤＡＩＧＯづくりに必要な事業経費のほとんど
がこの予算から支払うことになっていて、７つの中で１番大きな財布になっています。「一般会
計」に対して、ほかの５つの項目を「特別会計」、水道事業の項目を「企業会計」といい、それ
ぞれの目的に応じて支払われます。
　７つのそれぞれの会計をたすと、大子町全体の予算額は約１７３億円になります。

②

⑥ ⑦

③ ④ ⑤

①
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第１回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

選挙第１号 議長の選挙について
当選
菊 池 靖 一
議員

選挙第２号 副議長の選挙について
当選
齋 藤 忠 一
議員

菊池靖一君の予算・決算委員の辞任の件

予算・決算委員の選任

報告第１号 和解及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告について

議案第７号 大子町個人情報保護法施行条例 原案可決

議案第８号 大子町成年後見制度の利用を促進するための条例 原案可決

議案第９号 大子町公文書公開条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 10 号
大子町コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決

議案第 11 号 大子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 12 号 大子町税条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第 13 号 大子町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 14 号 大子町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 15 号 大子町消防団の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部を改正す
る条例 原案可決

議案第 16 号 大子町過疎地域持続的発展計画の変更について 原案可決

議案第 17 号 町道路線の認定について 原案可決

議案第 18 号 大子東部堆肥生産プラントの指定管理者の指定について 原案可決

議案第 19 号 大子町副町長の選任について 原案同意

議案第 20 号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意

議案第 21 号 大子町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

議案第 22 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

議案第 23 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

議案第 24 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

議案第 25 号 令和４年度大子町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案第 26 号 令和４年度大子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 27 号 令和４年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 28 号 令和４年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 29 号 令和４年度大子町水道事業会計補正予算（第５号） 原案可決

委員会報告第
１号 常任委員会審査報告（予算・決算委員会）
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議案第 30 号 令和５年度大子町一般会計予算 原案可決

議案第 31 号 令和５年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第 32 号 令和５年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第 33 号 令和５年度大子町介護保険特別会計予算 原案可決

議案第 34 号 令和５年度大子町介護サービス事業特別会計予算 原案可決

議案第 35 号 令和５年度大子町浄化槽整備事業特別会計予算 原案可決

議案第 36 号 令和５年度大子町水道事業会計予算 原案可決

議員提出議案
第１号 大子町議会の個人情報の保護に関する条例 原案可決

議員提出議案
第２号 大子町議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

議員提出議案
第３号 大子町議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

選挙第３号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の一般選挙
当選
菊 池 靖 一
議員

■
大
子
町
副
町
長
に
赤
津
康
明
さ
ん

　
を
再
任

　

大
子
町
副
町
長
の
赤あ

か
つ津
康や

す
あ
き明
さ
ん
が
、

令
和
５
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
麻
生
弘

　
さ
ん
を
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
菊
池
明
正
さ
ん
が
、

令
和
５
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
後
任
に
麻あ

そ
う生
弘ひ

ろ
し

さ
ん
を
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
大
子
町
教
育
委
員
会
委
員
に
安
齊

　
光
彦
さ
ん
を
再
任

　

大
子
町
教
育
委
員
会
委
員
の
安あ

ん
さ
い齊
光み

つ
ひ
こ彦

さ
ん
が
、
令
和
５
年
３
月
31
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
根
田
里

　
美
さ
ん
を
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
根ね

だ田
里さ

と
み美
さ
ん
が
、

令
和
５
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
６

月
30
日
ま
で
で
す
。

■
大
子
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
会
委
員
に
石
井
良
二
さ
ん
を
再
任

　

大
子
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
石い

し
い井
良り

ょ
う
じ二
さ
ん
が
、
令
和
５
年
３
月

28
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
５
年
３
月
29
日
か
ら
令

和
８
年
３
月
28
日
ま
で
で
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
鈴
木
翼

　
さ
ん
を
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
鈴す

ず

き木
翼つ

よ
し

さ
ん
が
、

令
和
５
年
６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。
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予算・決算委員会での主な質疑（一部を抜粋して掲載しています）
【総務費】

議　員： 旧役場跡地周辺にイベント広場や駐車場の整備を予定しているが、付近でイベント

を開催する場合はこちらをイベント駐車場として利用できるの？

建設課： 完成後は防災道の駅の関係上、県が管理することになるので、今後協議を進めていきます。

予算・決算委員会
　令和５年度当初予算（議案第３０号から
議案第３６号まで）については、議長から
予算・決算委員会に付託され、２日間にわ
たり審査を行いました。
　審査終了後の採決の結果、すべての議案
について原案どおり可決しました。
　なお、今回の委員会では、各議員からの
質疑に対して、担当課から次のような回答
がありました。

議　員： 自動車教習所における高齢者講習の送迎の概要とは？

生活環境課： 70歳以上の高齢者の運転免許更新時に義務付けられている高齢者講習を、大宮
自動車教習所において受講される方を対象に、毎月第２水曜日、１日２往復、無
料送迎車両を運行します。受講定員に合わせ、１往復当たり９名までの利用が可
能です。

指定管理者が指定されました。

指定管理者に管理を行わせる施設 指定管理者に指定する団体
指定する

期間

所在地　大子町大字高柴 4313 番地
名　称　大子東部堆肥生産プラント

所在地　大子町大字高柴 4313 番地
名　称　大子東部堆肥生産プラント利用組合
代表者　組合長　森川　茂

令和 5 年
4 月1日～
令和 10 年
3 月 31日
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【土木費】

議　員： 中心市街地に整備される排水ポンプ施設の性能は？

総務課： ２５メートルのプールを１０分間で空っぽにできるくらいの排水能力のポンプを予定しています。

【介護保険特別会計】

議　員： 元気パワーアップ教室の対象者の絞り込みはどのように行うの？

福祉課： 介護認定を取得している介護サービス未利用者が約８０人いると想定しています。
希望者の受入準備を進めていきます。

【消防費】

議　員： 防災士の養成は何人くらいを目標にしているの？

総務課： 当初の目標は１８０人ぐらいを見込んでいました。今年新たに５０人が取得したの
で、現在は１４１人の方が登録をしています。

議　員： 電子黒板「ミライタッチ」ってどんなことができるの？

教育委員会事務局： タブレットに手書きした内容が電子黒板に反映されたり、黒板に書いたも
のがタブレットに反映されます。そのデータが蓄積されるので家庭に戻っ
ての振り返りにも効果的です。また、電子黒板を使うことで、目と目を合
わせた授業が展開できます。

【教育費】

【農林水産業費】

議　員： イノシシ罠の免許取得に対する補助は今後どのようになっていくの？

農林課： 今後も継続し、鳥獣被害の防止を図っていきます。

議　員： 花火大会に関する予算が昨年よりも増えている理由は？

観光商工課： 花火大会は、堤防工事の影響で打ち上げ台などの環境整備に費用がかかるた
め高くなっています。秋のだいご美は、茨城デスティネーションキャンペー
ンに合わせて拡充を予定しています。

【商工費】
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■広報委員会研修（広報クリニック）
　２月１６日、東京都千代田区にある全国町村議会館で行
われた「広報クリニック」という研修会に参加してきました。
　この研修会は、全国の自治体で議会だよりの発行などを
手がける担当者（議員や職員）が伝わりやすいテクニック
を学ぶためのもので、私たち広報委員もたくさんの広報テ
クニック（伝え方）を学んできました。
　何かとお堅いイメージの議会広報ですが、今後は町民の
皆様にやわらくお伝えできるような広報紙づくりに努めて
まいります。

ピックアップ

２月、３月、４月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告します！

2月

3月

4月

・議会だより発行〔広報委員会〕
・町村議会議員自治研究会　〔８名参加〕
・宮城県山元町議会常任委員会行政視察来庁　〔議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・広報クリニック　〔広報委員会〕
・県北中央町村議会議長会議員研修会　〔１０名参加〕
・町村自治功労者表彰式　〔議長〕
・議会開会〔３月２日から１０日まで〕
・予算・決算委員会
・文教厚生委員会（大子清流高校生との意見交換会）　
・総務経済委員会町内視察（通学路などの支障木確認・おやき学校）　
・広報委員会
・男体山山開き　〔議長〕
・正副議長就任あいさつ　〔正副議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・石井県議会議長表敬訪問（茨城県議会）
・袋田観瀑トンネル照明改修竣工式　〔全議員〕
・森林・林業・林産業活性化促進議員連盟研修会（林業技術センター）
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■全国町村議会議長会自治功労者表彰の伝達
　町議会議員として多年にわたり地方自治の振興発展に
寄与した功績により、今回５名の方が全国町村議会議長
会から自治功労者表彰を受けました。
　３月定例会の開議前に伝達式を行い、菊池副議長から
４名の方に表彰状が手渡されました。
　被表彰者（議員在籍１５年以上）　
・鈴木 陸郎  議員　　　・藤田 　稔  議員
・齋藤 忠一  議員　　　・大森 勝夫  議員
・金澤 眞人  議員 ( 欠席 )

■トルコ・シリア地震救援金
　令和５年２月６日に発生したトルコ・シリア地震の被害
に対する支援として、大子町議会議員会から「トルコ・シ
リア地震救援金」を日本赤十字社へ寄託しました。
　救援金は、議員会を代表して藤田議員会副会長と菊池副
議長から日本赤十字社大子分区長の高梨町長に手渡しまし
た。

■石井県議会議長を表敬訪問
　令和５年４月１４日、石井邦一県議会議員の第１１５代
議長就任に伴う表敬訪問として、茨城県議会（茨城県庁）
を訪問しました。
　訪問の際には、現在茨城県が進めている大子町や県北地
域に関連する事業の概要について、事業担当課からそれぞ
れご説明いただきました。
　事業概要の説明を受け、各議員からは今後の展望や要望
など、予定時間をオーバーするほどの活発な意見が飛び出
し、事業に対する大きな期待感を示しました。
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担当部署 事業説明等
県北振興局 県北振興チャレンジプランの概要　ほか
スポーツ推進課 奥久慈里山ヒルクライム　ほか
土木部　（道路管理課、
道路維持課、河川課）

大子工務所管内における事業の概要　
ほか

観光物産課 茨城デスティネーションキャンペーン　
ほか

林政課 第４６回全国育樹祭関連事業　ほか

下記の事業等について説明をいただきました。



文教厚生委員会の活動報告（大子清流高校生との意見交換会）
　「あなたの思う未来の大子町を聞かせてください！」
　この呼びかけに２２名の大子清流高校生が名乗りをあげてくれました！
　こうして実現した意見交換会は、議員と生徒で構成された３グループに分かれて「町の魅力と課題」「町の
理想像」「理想を実現するために」を話し合い、最後にグループの意見をそれぞれ発表しました。世代間のギ
ャップを感じさせない議員と若者の大子町に対する想いをご覧ください。
　また、終了後に行ったアンケート結果と議員からのコメントも合わせてご覧ください！

町の魅力と課題（Ａ班・Ｂ班・Ｃ班）
【魅力】
●自然・・・紅葉、観光地、水がきれい、温泉がある
●食べる・・鮎、りんご、しゃもなどおしいものがいっぱい
●町民・・・人がやさしい、治安がよい、人情深い
●まいん・・学習スペースがある、みんなの憩いの場

【課題】
●高速道路がない　●空き家が多い　●お店や施設が少
ない
●水郡線の本数が少ない　●高校・大学が少ない
●読書のまちなのに本屋がない　●少子高齢化が進んで
いる
●観光名所はあるけど、宿泊や移住する人は少ない
● 1年生でシガを知ってる人がいなかった（宣伝不足）

町の理想像（Ａ班・Ｂ班・Ｃ班）
【どのような町になったらいいか】
●交通面
　ほかの市町村へ移動できるバスの運行や高速道路
をつくれば、住民も観光客も便利。また、バスや水
郡線の本数を増やす。騒音問題も交通事故の増加も
懸念されるけど。
●若者に魅力的なまちづくり
　人が集まれる施設があったらいいな。アウトドア
スポーツ施設もいいね。空き家を利用したフリース
ペースもいいかも。ショッピングモールが必要。チ
ェーン店やコンビニが欲しい。
●その他
　学校に売店がほしい。水道からお茶がでたら便利。
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理想を実現するために（Ａ班）

（目標）ショッピングモールをつくろう！
どうしたら実現できるか考えてみた。
●仲間を作ろう　
　中心はやっぱり若者だけど、住民全体の年齢層の意見も必要。
　建築の専門家の意見も聞いてみよう！
●企画会議をしよう！
　話し合いの段階での議員参加はNG（先を見通しての意見だから）
　⇒方向性がまとまってから意見をもらう。
●お金はどうする？
　クラウドファンディングや町の企業にお願いする。
●交通手段などを考える
　町民アンケートを行い、町に欲しいお店を聞く。土地（場所）を決める。

⬇
　ショッピングモール「建てるよアピール」を大々的に行い、できるだけ多くの人を巻き込む。

理想を実現するために（Ｂ班）
●交通面　
・高速道路をつくって、観光客を呼び込むための交通の活性化が必要！

●施設面　
・空き家を利用したフリースペースを作ろう！

　・アウトドアスポーツ施設を作ろう！

【課題を克服するための更なる問題点】
●高速道路ができると騒音問題や交通事故の危険性が増えるのではな
　いか！？

（目標）アウトドアスポーツ施設、キャンプ、サウナなどがまとめてできるレジャー施設をつくろう！
　

大子町の理想の未来図に近づける

逆に意識が高まり減るのではないか！ドーム型の建築で解決できる！



■目からウロコのアンケート結果　※一部抜粋

◇今回のような議員との意見交換会を
　どう感じましたか。

回答者22名：（「よかった」率１００％）
・議員の考えや議会のことを知ることができた
・いろいろな意見が出ておもしろかった
・大子町について考える機会になった
・年齢や立場に関係なく意見が出し合えた
・議員が親しみやすく身近に感じた

◇高校生と議員との意見交換会を続けた方が
　よいと思いますか。
回答者22名：（「はい」率１００％）
・大子町の若い人の意見を取り入れられるから
・町への理解が深まり、未来を考えるきっかけになった
・お互いのいろいろな意見を聞ける場であるから
・議会を身近に感じ関心を持つようになる
・若い世代のアイディアを発信して実現出来たらよい
・何度も話し合うことで意見が深まるから
・議員との交流を通して町政に対し理解を深められる
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理想を実現するために（Ｃ班）
●交通面
・水郡線の本数を増やすことで、若者の利用が増えるし、高齢者も
　移動しやすい。

●若者に魅力的なまちづくり　
・専門的なお店を増やす。

　・アウトドアやレジャー施設などの若者の利用しやすい施設をつくる。
　・空き家を利用したフリースペース。

　　　　　　　　　　　　　　　　

（理想）若者が地元に残りやすくなる、若者も高齢者も住みやすいまちづくり！
■具体的な解決策
●ＡＩ乗合いタクシーや子育て支援住宅など、現在行っている政策をもっと充実させる。
●バスや水郡線の本数を増やす。
●事業を実施しても、知ってもらわなければ意味がないので、情報発信の仕方を考える。
●若者（中・高生）に町のおこなっている政策を知ってもらうために、学校などの教育機関
でもふれさせる。（大子町アプリなどの活用）

　
今やっている事業や、これからやろうとしている事業をいかにして知ってもらうか（発信）が重要！！

■言わずにはいられない議員の感想（コメント）

・具体的な話し合いがみんなで進められて本当によかった。これからも続けていきたい。
・これからも自分の意見をきちんと言える人生を歩んでください。
・この町を出る卒業生（3年生）が、改めて大子町の良さを感じられるように、残っている在校
　生（１，２年生）とともに、大子町をアピールしていきたい。
・今議員をしている私達が 10 年後、20 年後に皆さんが議員になるための環境づくりをしてい
　くので、次世代の議会と大子町をよろしくお願いします。
・自分たちの夢を描き、言葉にすることで形になって、自分の理想のふるさとが見えてくる。
　今回、そのような体験をしたわけですので、今後の大子町が楽しみです。
・大子町の魅力は、大子清流高校の皆さんの輝きです！！！



総務経済委員会の活動報告
　３月１７日、町内に点在する道路支障木の調査と昨年リニューアルしたおやき学校の視察を行いました。

支障木とは
　車道や歩道などの通行に悪い影響を与えてしまっている樹木の
ことです。張り出した枝が車に接触してキズついたり、枝が折れ
て通行人がケガしたり、雪の被った竹が通行を妨げたりします。
児童・生徒が使用する通学路は特に注意が必要です。

今回の調査を踏まえて・・・
　今回の調査地点では、すべて支障木になりうる状況が確認されました。
　調査時点（３月１７日）で芽吹きなどは見られませんでしたが、枯れ枝に当たりそうなトラックの
通行も目撃しました。また、中学生が普段使っている通学路に鬱蒼（うっそう）とした区間があり、
防犯の面からも伐採が必要であると感じた場所がありました。
　今後は、南東部側の調査を行い、大子一円の状況を精査したうえで、道路管理者や樹木の所有者な
どに呼びかけていきたいと思います。

■支障木調査
　今回は、北西部側に位置する事前に把握していた５地点の調査を行いました。
　調査には道路管理などを担当する建設課や教育委員会事務局の担当職員なども同行して、現在の状
況を確認しました。

■おやき学校視察
　おやき学校に導入された「包あん機（火星人）」を視察して来ました。
　この包あん機は、令和４年９月から稼働していて、小松支配人の話によると、製造の効率が抜群に
上がり、一日の製造個数が 1,000 個から倍の 2,000 個にアップしたとのことでした。
　また、昨年１０月にオープンした「OyakiCafe 茶イム」を昼食も兼ねて見学。昭和の香りが漂う木
造校舎の中で食べるランチは絶品でした。このカフェでは、昔ながらの学校給食も食べることができ
て、茶イムの１番人気のメニューになっているそうです。
　ほかにも様々な工夫が随所に見られ、今まで以上に楽しみな施設となりました。

調査した地区 路　線
１ 大生瀬地区 県道常陸太田大子線
２ 北吉沢地区 町道
３ 上野宮地区 県道大子那須線
４ 槇野地地区 町道
５ 左貫地区 県道上野宮下金沢線
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総務経済委員会の活動報告

導入された包あん機で効率アップ 昭和の学校給食を再現したメニュー 季節感のあるプレートメニュー



あん議
と き
会の質問は今？！

　今まで議会で質問してきた事業が、その後どのように行わ
れているか、現在の状況をお知らせするコーナーです。
　今回は、「しあわせ＋（プラス）商品券」です。
　これは物価高騰に対する経済支援として議会から町に要望
したもので、令和４年第２回定例会（５月３１日）の開会前に、
金澤議長と菊池副議長（当時）が議会を代表して、高梨町長
に要望書を提出しました。

第２回臨時会（７月６日）
　しあわせプラス商品券事業を含む補正予算を可決
　　予算額　：　９２，６１２千円

商品券の配布（８月１６日）
　・１人当たり５，０００円分の商品券を１５，６３７人に配布
　　（各世帯へ一斉発送）
　※８月以降に出生した２４人には、出生届提出時に窓口で配布

利用開始（令和４年９月１日）

利用期限（令和５年１月３１日）

多くの方にご利用いただいた結果は次のとおりです。
換　金　実　績 付　　記

商品券使用店舗数 ２２５店舗 商品券の利用があった２２５のお店から換金の申請があ
りました。

使用割合 ９８％ 商品券が使用された金額は８４２７万８千円でした。（事
業者上乗支援額を含む）

大型店舗割合 ６３．８％ 換金額に占める大型店の割合です。
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あん議
と き

会の質問は今？！



一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事
務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和５年 第１回定例会

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

７名の議員が一般質問！！
　　　　　質　　問　　内　　容 ページ 　　質　　問　　者

学校適正配置のビジョン提示を P.17 藤田　　稔　議員

小中学校の適正規模、適正配置について

まいん文化ホールでの買取り事業等について
P.18 川井　正人　議員

交流拠点施設整備の状況は

常陸大子駅に隣接する店舗について
P.19 須藤　　明　議員

令和５年度のサイクルイベントは

大子清流高校魅力アップ事業の内容を問う
P.20 福田　祥江　議員

サイクリング事業のイベントは

大子駅での利便性に向けた環境整備を

遊休農地等活用の対策事業の推進を

P.21 飯村　　剛　議員

水道事業の展望について

美術品の展示や広報手段について
P.22 大森　勝夫　議員

清流高校の生徒数確保の施策は

新年度の観光振興策は
P.23 菊池　富也　議員
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一般質問目次

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

︻
藤
田
︼
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ

れ
て
き
た
子
育
て
支
援
策
に
よ

り
、
少
子
化
や
若
い
世
代
の
定

住
に
大
き
く
つ
な
が
っ
た
施
策

は
あ
る
の
か
。

︻
福
祉
課
長
︼
新
生
児
す
く
す

く
祝
い
金
や
町
営
住
宅
の
家
賃

軽
減
、
子
育
て
支
援
住
宅
、
給

食
費
・
保
育
料
・
幼
稚
園
授
業

料
・
医
療
費
な
ど
を
無
料
と
す

る
施
策
が
あ
げ
ら
れ
る
。

︻
藤
田
︼
主
な
施
策
の
無
料
化

で
町
の
負
担
額
を
伺
う
。

︻
福
祉
課
長
︼
令
和
元
年
度
10

月
か
ら
、
国
の
施
策
に
よ
り
３

歳
か
ら
５
歳
、
非
課
税
世
帯
の

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
が

無
償
化
さ
れ
た
。
０
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
保
育
料
と
し
て
約
２

１
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
学

校
給
食
に
つ
い
て
は
、
年
間
で

３
６
８
８
万
円
に
な
る
。
幼
稚

園
の
授
業
料
は
、
年
間
で
96
万

円
に
な
る
。

︻
藤
田
︼
国
・
県
と
の
連
携
し

た
新
た
な
施
策
は
あ
る
か
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
茨
城
県

移
住
支
援
金
が
あ
る
。
町
に

申
請
が
３
件
ほ
ど
あ
る
。

︻
藤
田
︼
国
や
県
と
連
携
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
誘
致
は

出
来
な
い
か
。

︻
町
長
︼
国
際
規
格
の
基
準
を

満
た
す
よ
う
な
施
設
は
造
っ

て
い
き
た
い
が
、
災
害
復
旧

の
大
き
な
事
業
が
あ
る
。
次

の
ス
テ
ー
ジ
で
進
め
て
い
き

た
い
。

︻
藤
田
︼
子
育
て
住
宅
の
入
居

状
況
を
伺
う
。

︻
建
設
課
長
︼
未
就
学
児
が
55

人
、
小
学
生
が
33
人
、
中
学
生

が
15
人
、
高
校
生
が
３
人
、
合

計
１
０
６
人
と
な
る
。

︻
藤
田
︼
子
育
て
住
宅
に
入
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
世
帯
へ

の
対
応
を
伺
う
。

︻
町
長
︼
賃
貸
住
宅
に
対
す
る

補
助
、
新
築
の
補
助
、
新
築
住

宅
購
入
補
助
な
ど
利
用
し
て
頂

き
な
が
ら
、
町
に
住
ん
で
も
ら

え
る
方
を
増
加
さ
せ
て
い
き
た

い
。

︻
藤
田
︼
平
成
30
年
度
の
大
子

町
立
小
中
学
校
適
正
配
置
等

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
大
子

町
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い

教
育
環
境
や
学
習
環
境
を
優
先

に
、
保
護
者
や
住
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
適
正
配
置
等
を
検

討
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
令
和
５

年
度
内
に
示
せ
る
の
か
伺
う
。

︻
教
育
長
︼
検
討
委
員
会
を
も

っ
て
、
そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
も
具
体
的
に
示
せ
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

︻
藤
田
︼
燃
料
費
高
騰
対
策
事

業
者
支
援
金
の
申
請
状
況
、
さ

ら
な
る
支
援
の
考
え
を
伺
う
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
法
人
１
０

９
件
、
個
人
事
業
主
１
３
５
件

申
請
を
頂
い
た
。
国
で
燃
料
及

び
ガ
ス
価
格
の
激
変
緩
和
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
で
も
当

該
対
策
の
効
果
、
継
続
性
を
検

証
し
つ
つ
、
商
工
会
と
の
連
携

で
、
事
業
者
の
事
業
環
境
を
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

︻
藤
田
︼
袋
田
観
瀑
施
設
改
修

の
進
ち
ょ
く
状
況
及
び
年
間
を

通
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
を

伺
う
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
部
材
の
調

達
に
時
間
を
要
し
て
す
べ
て
の

作
業
を
年
度
内
に
収
め
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
年
間

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
季
節
ご

と
の
光
の
演
出
を
テ
ー
マ
に
予

定
し
て
い
る
。
一
般
公
募
に
よ

る
演
出
イ
メ
ー
ジ
の
作
成
企
画

な
ど
も
考
え
て
い
る
。

︻
藤
田
︼
大
子
町
独
自
の
子
育

て
支
援
策
を
は
じ
め
、
教
育
、

観
光
等
を
ま
と
め
た
情
報
発
信

の
考
え
を
伺
う
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
情
報
発

信
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
共
に
、
紙

媒
体
な
ど
工
夫
を
し
な
が
ら
情

報
発
信
の
充
実
強
化
に
努
め
て

い
き
た
い
。
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学
校
適
正
配
置
の
ビ
ジ
ョ
ン
提
示
を

具
体
的
に
示
せ
る
よ
う
に
し
た
い

答 問

藤田　稔 議員

町独自施策の情報発信で移住定住の促進を

町独自の子育て情報誌



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

運
営
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ

ー
な
ど
を
設
立
し
て
、
水
戸
ホ

ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
や
茨
城
ロ
ボ
ッ

ツ
な
ど
と
連
携
し
た
部
活
動
の

在
り
方
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い

か
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
大

子
町
は
今
年
度
、
水
戸
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
に
な
っ
た
こ
と
で
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
等
の

連
携
し
た
活
動
が
可
能
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ア

カ
デ
ミ
ー
に
関
し
て
は
現
在
、

教
育
委
員
会
で
は
創
設
、
運

用
を
含
め
高
い
ハ
ー
ド
ル
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現

行
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

や
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
と
の
連
携

を
良
好
に
維
持
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

︻
川
井
︼
大
子
町
文
化
福
祉
会

館
自
主
運
営
事
業
運
営
委
員

会
が
行
っ
て
き
た
買
取
り
事

業
に
つ
い
て
の
評
価
と
今
後

に
つ
い
て
伺
う
。

︻
川
井
︼
令
和
４
年
度
以
降
の

児
童
・
生
徒
数
及
び
学
級
数
の

推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
小

学
校
６
校
の
合
計
数
は
令
和
４

年
度
、
児
童
数
４
７
４
名
、
37

学
級
。
令
和
５
年
度
４
４
０
名
、

32
学
級
。
そ
し
て
令
和
10
年
度

で
は
３
０
８
名
、
26
学
級
の
見

込
み
。
中
学
校
４
校
の
合
計
数

は
令
和
４
年
度
３
０
７
名
、
19

学
級
。
令
和
５
年
度
２
８
１
名
、

19
学
級
。
そ
し
て
令
和
16
年
度

で
は
１
３
３
名
、
11
学
級
の
見

込
み
。

︻
川
井
︼
小
中
学
校
適
正
配
置

等
検
討
委
員
会
を
進
め
て
い
く

過
程
で
各
学
校
の
在
校
生
の
保

護
者
、
行
政
連
絡
区
長
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
、
学
校

長
と
の
教
育
環
境
を
考
え
る
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
意

見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
令
和

４
年
度
以
降
の
児
童
・
生
徒
数

の
推
移
、
学
級
数
の
推
移
、
ま

た
公
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規

模
に
関
す
る
県
の
指
針
、
国
に

お
け
る
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
し

た
の
ち
、
出
席
者
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
３

月
14
日
に
開
催
予
定
の
検
討
委

員
会
で
は
こ
れ
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
て
学
校
の
適
正
配
置
・
適

正
規
模
等
に
つ
い
て
協
議
を
す

る
予
定
で
あ
る
。

︻
川
井
︼
現
在
、
中
学
校
で
の

部
活
動
は
選
択
肢
が
限
定
さ

れ
て
い
る
。
部
活
動
の
選
択

肢
を
広
げ
る
方
策
は
あ
る
の

か
伺
う
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
運

動
部
の
団
体
種
目
は
、
各
学
校

に
お
い
て
競
技
人
数
を
下
回
っ

て
い
る
場
合
は
、
複
数
校
に
よ

り
合
同
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
出

場
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
県
や
国
か
ら
、
令
和
５

年
度
初
め
か
ら
令
和
７
年
度
末

に
か
け
て
段
階
的
に
土
日
の
部

活
動
を
地
域
へ
移
行
す
る
こ
と

を
目
指
す
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
指
導
者
や
送

迎
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
る
た
め
、
地
域
移
行
へ
の
時

間
は
か
か
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
検
討
委
員
会
な
ど
を

立
ち
上
げ
て
考
え
て
い
く
。

︻
川
井
︼
学
校
に
な
い
な
ら
、

大
子
町
の
子
供
た
ち
が
希
望
す

れ
ば
全
員
が
入
れ
る
、
官
民
で

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
開

催
す
る
内
容
に
よ
っ
て
集
客
力

に
大
き
く
影
響
が
あ
る
た
め
、

事
業
全
体
を
評
価
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
買
取
り
事
業
に
つ
い

て
は
廃
止
す
る
と
い
う
方
向
で

考
え
て
い
る
が
、
町
民
が
制
作

し
た
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
今
後
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一般質問

小
中
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配
置
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
で
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
る

川井正人 議員

答 問

町の文化の発信地、スターと会える憧れのホール

ま
い
ん
文
化
ホ
ー
ル
で
の

買
取
り
事
業
等
に
つ
い
て



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

︻
須
藤
︼
交
流
拠
点
施
設
整
備

の
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
第
１
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
３
階
建

て
の
施
設
案
を
提
示
し
、
参
加

者
の
方
々
に
多
く
の
ア
イ
デ
ア

や
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
第
２

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
第

１
回
の
意
見
を
基
に
施
設
案
に

つ
い
て
説
明
を
し
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

︻
須
藤
︼
３
階
建
て
の
大
き
さ

や
予
算
規
模
、
令
和
５
年
度
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
建
物
全

体
と
し
て
は
木
造
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
基

本
設
計
を
３
月
中
に
完
成
し
、

実
施
設
計
に
つ
い
て
は
次
年
度

へ
繰
り
送
る
。
そ
の
後
、
建
設

工
事
に
入
り
、
令
和
６
年
度
春

に
は
完
成
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
進
め
て
い
る
。
予
算
規
模
に

つ
い
て
は
、
全
体
で
１
億
２
０

０
０
万
円
程
度
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
る
。

︻
須
藤
︼
こ
の
交
流
拠
点
施
設

は
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
施

設
で
あ
る
。
賑
わ
い
を
つ
く
る

た
め
に
は
多
く
の
方
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
と
そ

こ
に
い
る
人
材
の
確
保
が
必
要

不
可
欠
で
は
な
い
か
。
町
の
考

え
は
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
今
後
の

体
制
に
つ
い
て
は
、
間
も
な
く

基
本
設
計
が
完
成
す
る
予
定
で

あ
る
。
基
本
設
計
が
出
来
次
第

管
理
体
制
等
に
つ
い
て
も
早
急

に
検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

︻
須
藤
︼
管
理
体
制
に
つ
い
て

は
、
あ
る
程
度
予
想
も
含
め
た

中
で
絞
り
込
ん
で
い
る
の
か
。

︻
町
長
︼
想
定
と
し
て
の
選
択

肢
は
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、

い
ろ
ん
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

中
で
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

踏
ま
え
て
建
設
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
選
択
肢
に
見
合

う
よ
う
な
個
人
若
し
く
は
団
体
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
円
滑
に
管

理
し
て
も
ら
え
る
方
を
人
選
し

て
い
き
た
い
。

︻
須
藤
︼
常
陸
大
子
駅
に
隣
接

す
る
店
舗
２
店
舗
が
２
月
末
に

閉
店
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

ま
ち
の
玄
関
で
あ
る
常
陸
大
子

駅
前
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
が
失
わ

れ
る
こ
と
は
町
と
し
て
の
魅
力

が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
町
は
こ
の
閉
店
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
か
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
こ
の
度

の
駅
前
店
舗
の
閉
店
と
い
っ
た

情
報
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
残

念
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
事

態
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
注
視

し
て
ま
い
り
た
い
。

︻
須
藤
︼
先
の
全
員
協
議
会
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
と
き
は
検
討
し
た
い

と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
今

で
も
相
談
が
あ
っ
た
と
き
は

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

店
舗
活
用
に
つ
い
て
町
と
連
携

し
て
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
に

つ
い
て
も
、
４
月
以
降
の
利
活

用
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

く
。

︻
須
藤
︼
協
議
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
だ
が
、
あ
る
程
度

の
方
向
性
は
お
持
ち
か
。

︻
町
長
︼
今
の
施
設
が
最
終
的

に
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
を

確
認
し
た
上
で
、
し
っ
か
り
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

︻
須
藤
︼
今
秋
行
わ
れ
る
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
。

町
と
し
て
店
舗
継
続
を
含
め
前

向
き
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
町
の
考
え

は
。

︻
町
長
︼
お
客
さ
ん
が
大
子
駅

に
降
り
た
と
き
の
こ
と
を
想
像

す
る
と
、
出
来
る
だ
け
早
急
に

営
業
再
開
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
側
の

考
え
を
お
聞
き
し
な
が
ら
協
力

し
て
い
き
た
い
。
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交
流
拠
点
施
設
整
備
の
状
況
は

令
和
６
年
度
春
に
建
物
が
完
成
す
る

須藤　明 議員

答 問

一般質問

常
陸
大
子
駅
に
隣
接

す
る
店
舗
に
つ
い
て

営業再開が望まれる常陸大子駅に隣接する店舗



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

︻
福
田
︼
昨
年
10
月
８
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
た
サ
イ

ク
ル
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ダ
イ
ゴ

ラ
イ
ド
ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て
伺

う
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
レ
ベ
ル
別

に
５
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
観

光
施
設
、
飲
食
店
な
ど
の
ス

ポ
ッ
ト
を
全
て
通
過
す
る
こ

と
に
よ
り
景
品
が
入
手
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
91
名
が
参

加
し
た
。

︻
福
田
︼ 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、

町
内
の
お
店
や
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
案
内
に
も
な
っ
て
い
て

期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
手

元
の
資
料
で
、
特
典
獲
得
人
数

は
23
人
で
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う

な
広
告
宣
伝
を
行
っ
た
の
か
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
特
設
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
観
光
協
会
、

町
の
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
イ
ト
に
リ

ン
ク
を
貼
る
と
共
に
、
町
及
び

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
報

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
町
内
観
光
施
設
、
水
郡

線
駅
構
内
へ
設
置
、
Ｊ
Ｒ
主
催

イ
ベ
ン
ト
で
の
配
布
を
実
施
し

た
。

︻
福
田
︼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
興

味
を
持
っ
た
人
が
能
動
的
に
見

な
い
と
情
報
が
届
か
な
い
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
い
、
繰
り
返
し

宣
伝
し
て
い
く
事
が
必
要
で
は

な
い
か
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
今
後
に
関
し

て
は
、
繰
り
返
し
発
信
し
て
い

く
な
ど
、
注
意
し
な
が
ら
広
告

宣
伝
を
行
っ
て
い
く
。

︻
福
田
︼
令
和
５
年
度
予
算
に
カ

フ
ェ
ラ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
開
催
業

務
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
主
に
初
心
者

の
方
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
カ

フ
ェ
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
る
。

︻
福
田
︼
近
年
の
少
子
化
傾
向

も
あ
り
、
今
年
の
県
立
高
校
の

入
試
志
願
状
況
を
見
て
も
、
全

日
制
の
志
願
倍
率
は
０
・
99
倍

と
１
倍
を
切
っ
て
い
る
。
令
和

５
年
度
予
算
で
は
、
公
設
塾
、

通
学
支
援
な
ど
大
子
清
流
高
校

の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
施
策

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
地
域
み

ら
い
留
学
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
参

画
と
あ
る
が
、
現
在
、
全
国
募

集
は
農
林
科
学
科
だ
け
だ
が
、

総
合
学
科
も
含
ま
れ
る
の
か
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
現

時
点
で
は
茨
城
県
立
高
等
学
校

入
学
者
選
抜
実
施
規
則
に
よ
り

農
林
科
学
科
の
み
と
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
県
の
規
定
の
改
定

等
が
可
能
で
あ
れ
ば
総
合
学
科

も
対
象
に
し
た
い
の
で
、
大
子

清
流
高
校
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
県
に
対
し
て
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。

︻
福
田
︼
部
活
動
支
援
の
予
算

が
な
く
な
っ
て
い
る
が
大
丈
夫

な
の
か
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
部
員
数

の
減
少
に
よ
り
配
分
が
難
し
く

な
っ
て
い
た
の
で
、
通
学
支
援

に
充
て
る
。

︻
福
田
︼
遠
方
の
上
位
の
大
会

出
場
へ
の
援
助
は
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
高
校
や

保
護
者
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。

︻
福
田
︼
大
子
町
の
歴
史
な
ど

を
学
ん
で
、
町
外
の
世
界
を
見

た
り
、
資
格
を
取
っ
た
り
し
て

大
子
町
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
も
同
時

に
必
要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

︻
町
長
︼
大
子
町
町
長
と
し
て
、

ま
ず
最
優
先
は
大
子
町
の
高
等

学
校
を
守
っ
て
い
く
の
が
最
優

先
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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令
和
５
年
度
の
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
は

初
心
者
、
女
性
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

福田祥江 議員

一般質問

答 問

大
子
清
流
高
校
魅
力
ア
ッ

プ
事
業
の
内
容
を
問
う

魅力アップ事業が行われる大子清流高校

プレ茨城デスティネーションキャンペーンで
行われたダイゴライドクエスト



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

︻
飯
村
︼
道
の
駅
に
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
約
２

年
に
な
る
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事

業
の
促
進
、
経
済
効
果
を
図
る

た
め
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
イ
ベ

ン
ト
は
。
そ
の
成
果
は
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
茨
城
放
送
と

の
共
催
で
観
光
施
設
を
周
遊
す

る
﹁
い
ば
チ
ャ
リ
﹂、
ア
プ
リ
を

活
用
し
八
溝
山
を
目
指
す

﹁
ツ
ー
ル
・
ド
大
子
﹂、
町
内

各
所
を
巡
る
﹁
ダ
イ
ゴ
・
ラ

イ
ド
・
ク
エ
ス
ト
﹂
を
開
催

し
た
。
奥
久
慈
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
ル
ー
ト
の
知
名
度
向
上

や
水
郡
線
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
の
利
活
用
促
進
、
観
光
施
設
、

飲
食
店
等
の
周
遊
に
効
果
が
あ

っ
た
。

︻
飯
村
︼ 

今
後
の
企
画
予
定
は
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
八
溝
山
頂
を

目
指
す
﹁
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー

ス
﹂、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
と

し
た
﹁
カ
フ
ェ
ラ
イ
ド
﹂
や
初

心
者
か
ら
楽
し
め
る
﹁
フ
ォ
ト

サ
イ
ク
リ
ン
グ
﹂
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

︻
飯
村
︼
防
災
道
の
駅
の
観
光
交

流
施
設
の
整
備
で
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
関
連
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

構
想
を
巡
ら
せ
て
い
る
の
か
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
移
設
す
る
こ
と

で
駅
か
ら
近
く
な
り
水
郡
線
と

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た

町
内
周
遊
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、

役
場
窓
口
、
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
、
観

光
案
内
所
、
カ
フ
ェ
・
フ
ー
ド

コ
ー
ト
、
休
憩
所
、
足
湯
な
ど

町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意

見
等
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

︻
飯
村
︼
Ｊ
Ｒ
大
子
駅
で
は
下
り

線
ホ
ー
ム
ま
で
跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
の
階
段

を
上
り
下
り
し
て
移
動
し
て
い

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
大
変
で

あ
り
、
ま
た
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
利
用
者
や
観
光
客
な
ど
が
自

転
車
や
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
を
重

そ
う
に
担
い
で
移
動
し
て
い
る

の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ス
ム
ー

ズ
に
通
行
で
き
る
整
備
を
Ｊ
Ｒ

側
に
依
頼
し
て
は
い
か
が
か
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
水
郡
線
利

用
促
進
会
議
を
通
じ
て
利
便
性

の
向
上
に
向
け
た
環
境
整
備
や

対
応
策
を
要
望
し
て
い
く
。
現

在
ス
イ
カ
対
応
駅
、
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
乗
降
可
能
駅
の
拡
大

な
ど
要
望
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

︻
飯
村
︼
遊
休
農
地
等
を
有
効
活

用
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ

る
。
耕
作
可
能
な
農
地
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
の
か
。

︻
農
林
課
長
︼
１
万
３
３
９
９
筆
、

約
６
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
い
る
。

︻
飯
村
︼
遊
休
農
地
等
活
用
事
業

を
行
う
上
で
の
補
助
金
は
。

︻
農
林
課
長
︼
新
規
に
対
し
て
20

ア
ー
ル
あ
た
り
10
万
円
、
継
続

事
業
に
対
し
て
は
５
万
円
を
上

限
額
と
し
て
い
る
。

︻
飯
村
︼
大
子
地
域
伝
統
の
「
楮
」

や
奥
久
慈
特
産
の
「
花
枝
物
」

な
ど
栽
培
を
行
っ
て
い
る
町
民

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
伝
統
を
絶

や
さ
ず
豊
か
な
土
地
を
有
効
活

用
し
て
い
く
た
め
頑
張
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
団
体
を
増
や

す
こ
と
も
含
め
町
と
し
て
遊
休

農
地
等
活
用
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
。

︻
農
林
課
長
︼
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
、
景
観
整
備

活
動
の
紹
介
を
各
種
の
生
産
者

団
体
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら

認
定
農
業
者
等
に
当
該
制
度
を

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
推
進

し
て
い
く
。
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大
子
駅
で
の
利
便
性
に

向
け
た
環
境
整
備
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
は

八
溝
山
頂
を
目
指
す
レ
ー
ス
を
予
定

飯村　剛 議員

一般質問

問答

八溝山の鳥居から山頂
まで路面清掃を行った

重い荷物を抱えて、跨線橋の階段を
上り下りして移動しているのが現状

楮の収穫を行う町民グループ

遊
休
農
地
等
活
用
の

対
策
事
業
の
推
進
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

︻
大
森
︼
大
子
町
の
水
道
普
及

率
は
99
・
３
％
と
県
内
で
も
高

い
水
準
で
あ
る
。
普
及
が
早
か

っ
た
ゆ
え
に
使
用
年
数
が
長

く
、
老
朽
管
更
新
に
か
か
る
今

後
の
財
源
負
担
に
不
安
を
感
じ

る
。
茨
城
県
で
は
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
定
め
、
水
道
事
業
の
広
域

連
携
の
構
想
を
示
し
て
い
る
。

長
期
的
な
人
口
減
少
に
よ
る
水

道
事
業
の
縮
小
を
想
定
し
、
そ

の
対
応
策
を
提
唱
し
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
強
制
的
で
は
な

い
。
今
後
の
大
子
町
の
水
道
事

業
の
展
望
を
、
広
域
連
携
を
提

唱
す
る
茨
城
県
の
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
に
当
て
は
め
た
場
合
の
利
点

や
不
利
益
な
ど
の
検
証
は
進
め

て
い
る
の
か
。

︻
水
道
課
長
︼
水
道
法
改
正
に

よ
り
昨
年
２
月
に
茨
城
県
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
た
。
30

年
後
に
県
内
水
道
の
一
元
化
を

掲
げ
て
い
る
。
当
初
10
年
の
目

標
と
し
て
、
県
北
・
県
中
央
・

県
南
西
・
鹿
行
の
四
つ
の
広
域

圏
を
想
定
し
た
水
道
広
域
化
推

進
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
県
北
広
域
圏
で
は
、

薬
品
の
購
入
、
料
金
徴
収
、
浄

水
場
管
理
業
務
な
ど
ソ
フ
ト
面

で
の
共
同
発
注
が
メ
リ
ッ
ト
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
薬
品
の

仕
様
の
違
い
や
人
的
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
な
ど
懸
念
事
項
も

多
い
。
経
営
の
健
全
化
へ
の
寄

与
を
念
頭
に
広
域
化
へ
の
検
証

を
続
け
て
い
く
。

︻
大
森
︼
水
道
事
業
の
広
域
連

携
に
よ
り
最
長
10
年
間
の
補
助

金
制
度
が
あ
る
。
大
子
町
の
老

朽
化
し
た
水
道
管
の
修
繕
財
源

に
適
応
で
き
な
い
か
。

︻
水
道
課
長
︼
大
子
町
の
水
道

管
の
総
延
長
は
約
３
３
４
キ

ロ
。
そ
の
半
分
以
上
の
58
％
が

法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た
老
朽

管
で
あ
り
更
新
に
努
め
て
い

る
。
老
朽
管
路
更
新
の
財
源
に

国
の
交
付
金
で
あ
る
水
道
管
路

緊
急
改
善
事
業
を
活
用
し
て
お

り
、
補
助
率
は
広
域
化
事
業
と

同
じ
３
分
の
１
で
あ
る
。

︻
町
長
︼
町
の
管
路
更
新
の
課

題
は
把
握
し
て
い
る
。
安
定
し

た
水
の
供
給
に
向
け
た
財
源
確

保
は
重
要
で
あ
り
、
広
域
事
業

化
へ
の
流
れ
の
中
で
、
町
民
へ

の
恩
恵
が
で
る
よ
う
努
力
を
し

て
い
く
。

る
、
大
子
町
研
修
セ
ン
タ
ー

の
一
室
を
美
術
館
と
し
、
町

内
の
美
術
展
示
場
の
広
報
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
や
芸
術
家
の

企
画
展
示
と
し
て
機
能
さ
せ

ら
れ
な
い
か
。

︻
ま
ち
づ
く
り
課
長
︼
研
修
所

と
し
て
の
用
途
が
優
先
と
な

る
。
だ
が
、
多
目
的
に
利
用

で
き
る
教
室
で
の
美
術
展
で

あ
れ
ば
検
討
は
で
き
る
と
考

え
る
。

︻
大
森
︼
町
所
有
の
美
術
品
で

山
岡
草
氏
の
和
紙
人
形
が
あ

る
。
有
効
に
活
用
す
べ
き
と
思

う
が
、
親
族
間
と
の
取
り
決
め

で
制
約
が
あ
る
と
聞
い
た
。
ど

の
よ
う
な
制
約
な
の
か
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
作

品
を
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
際

に
3
つ
の
条
件
が
提
示
さ
れ

た
。作
品
展
示
を
一
ヵ
所
と
し
、

持
ち
出
し
を
禁
ず
る
。
移
動
展

覧
会
は
行
わ
な
い
。
作
品
の
撮

影
を
禁
じ
、
撮
影
済
み
の
ス
ラ

イ
ド
を
活
用
し
て
記
事
編
集
を

お
こ
な
う
。な
ど
で
あ
る
。

︻
大
森
︼
積
極
的
な
活
用

に
支
障
と
な
る
制
約
と
感

じ
る
。
改
善
に
取
り
組
め

な
い
の
か
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼

和
紙
人
形
の
今
後
を
協
議

す
る
会
議
を
令
和
５
年
度

に
予
定
し
て
お
り
、
親
族

の
意
見
を
伺
う
機
会
も
設

け
て
い
き
た
い
。

︻
大
森
︼
来
場
者
の
多
い

新
役
場
庁
舎
に
隣
接
す
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水
道
事
業
の
展
望
に
つ
い
て

安
定
供
給
へ
の
財
源
確
保
に
努
め
る

大森勝夫 議員

一般質問

答 問

美
術
品
の
展
示
や
広

報
手
段
に
つ
い
て

町が所有する芸術作品の自由な広報ができるよう願う



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

︻
菊
池
︼
当
町
に
お
い
て
は
、
少

子
化
の
進
行
と
町
外
の
高
校
へ
の

進
学
者
の
増
加
に
よ
り
、
清
流
高

校
へ
の
進
学
者
数
が
減
少
し
て
お

り
、
清
流
高
校
の
存
続
も
危
ぶ
ま

れ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
新
年
度
に
大
子
清
流
高

校
魅
力
化
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
な
施
策
の
内
容
は
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
高
校

の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
部
活

動
等
の
学
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
特

色
を
出
し
、
魅
力
向
上
を
図
り
、

進
路
実
績
を
作
る
た
め
、
公
営

塾
の
設
置
、
地
域
み
ら
い
留
学

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
の
参
画
を

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
た
め
の
セ

ン
タ
ー
と
考
え
て
い
る
の
で
観
光

案
内
と
連
携
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
な
い
。
町
は
、
観
光
協
会
や

観
光
案
内
施
設
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

︻
菊
池
︼
町
有
地
の
整
備
と
観
光

は
一
体
で
は
な
い
の
か
。
町
内

に
点
在
す
る
町
有
地
を
整
備
す

れ
ば
観
光
に
も
役
立
つ
と
考
え

る
が
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
観
光
地
は

い
ま
ま
で
あ
る
所
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
て
き
た
。
新

た
な
町
有
地
の
活
用
で
、
ポ
ナ

イ
の
森
に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

の
コ
ー
ス
を
作
る
計
画
が
あ
る
。

そ
れ
に
伴
う
道
路
の
整
備
も
あ

る
が
、
効
果
に
つ
い
て
は
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。

柱
と
し
た
清
流
高
校
魅
力
化
事

業
を
実
施
す
る
。

︻
菊
池
︼
清
流
高
校
へ
の
入
学
希

望
者
を
増
や
す
た
め
、
町
内
の
中

学
生
以
外
も
対
象
と
す
る
と
い
う

こ
と
か
。
ま
た
、
町
の
考
え
る
魅

力
あ
る
高
校
と
は
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
町
内

の
中
学
生
、
町
外
、
県
外
と
全
国

規
模
で
考
え
て
い
る
。
魅
力
あ
る

高
校
と
は
、
特
色
の
あ
る
学
習
内

容
、
課
外
活
動
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
る
進
路
実
績
の
充
実
や
様
々

な
形
で
地
域
と
関
わ
り
地
域
に
愛

さ
れ
る
高
校
を
考
え
て
い
る
。

︻
菊
池
︼
事
業
の
期
間
と
数
値
目

標
は
。

︻
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︼
１
年

目
は
、
公
営
塾
の
立
ち
上
げ
、

関
係
者
と
の
連
携
作
り
、
地
域

み
ら
い
留
学
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

参
画
に
よ
る
全
国
募
集
の
強
化
。

２
年
目
は
、
清
流
高
校
と
地
域

住
民
、
町
内
企
業
、
中
学
生
、

清
流
高
校
卒
業
生
等
と
の
連
携

強
化
を
図
る
。
３
年
目
は
、
高

校
の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改

革
、
公
営
塾
の
対
象
を
中
学
生

に
も
拡
大
し
て
清
流
高
校
へ
の

進
学
率
の
向
上
を
図
る
。
数
値

目
標
は
、
町
外
か
ら
の
入
学
者

数
を
現
在
の
15
名
か
ら
29
名
に
、

ま
た
、
町
内
中
学
生
の
清
流
高

校
へ
の
進
学
率
を
38
・
１
％
か

ら
54
・
１
％
に
、
卒
業
生
の
地

域
活
動
参
画
人
数
を
11
名
と
す

る
等
で
あ
る
。

︻
菊
池
︼
新
年
度
の
予
算
に
観
光

の
町
と
し
て
の
自
然
保
護
の
施

策
や
景
観
の
改
良
、
観
光
客
へ

の
思
い
や
り
施
策
が
少
な
い
。

道
路
の
整
備
や
景
観
の
美
化
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

︻
建
設
課
長
︼
道
路
の
管
理
は
通

行
の
安
全
確
保
を
第
一
に
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
効
果
と
し
て
、
景

観
が
良
く
な
る
側
面
も
あ
る
。
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
そ
の
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

︻
菊
池
︼
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

町
内
の
観
光
案
内
を
依
頼
し
て

い
る
が
、
人
数
が
少
な
く
苦
慮

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
町

は
、
地
域
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
観
光

案
内
は
で
き
な
い
も
の
か
。

︻
観
光
商
工
課
長
︼
袋
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
下
小
川
は
、
男
体
山
周
辺

の
登
山
者
向
け
の
登
山
マ
ッ
プ
を

設
置
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
観
光
の
タ
イ
ア
ッ
プ

23　大子議会だより No.213

清
流
高
校
の
生
徒
数
確
保
の
施
策
は

清
流
高
校
魅
力
化
事
業
を
推
進
す
る

菊池富也 議員

一般質問

問答

新
年
度
の
観
光
振

興
策
は

景観が整備された国道 118 号

景観が整備された役場入口
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私
の
将
来
の
夢
は
保
育

士
に
な
る
こ
と
で
す
。
幼

稚
園
の
頃
の
担
任
の
先
生

は
年
少
、
年
長
が
ど
ち
ら

も
同
じ
で
し
た
。
そ
の
先

生
は
い
つ
も
笑
顔
で
と
て

も
優
し
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。
私
は
先
生
の
お
か
げ

保
育
士
に
な
る
夢
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保

育
士
は
、
０
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
が
対

象
で
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
。
６
年

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわわ
くくくくくわ

た
し
の
夢

間
と
い
う
小
学
校
と
同
じ

時
間
を
保
育
園
で
乳
児
保

育
と
幼
児
保
育
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
は
乳

児
と
幼
児
の
ど
ち
ら
も
好

き
な
の
で
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
様
々
な
年

齢
の
子
ど
も
を
預
か
る
大

切
な
仕
事
な
た
め
、
今
か

ら
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
立

派
な
保
育
士
に
な
れ
る
よ

う
に
勉
強
面
や
生
活
面
を

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

大子中学校３年

森
もりやま

山愛
あ み

実さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質

問
の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放

　

桜
の
季
節
が
駆
け
足
で
過
ぎ

て
行
き
、
今
は
つ
つ
じ
が
見
ご

ろ
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

山
々
の
萌
ゆ
る
緑
と
つ
つ
じ

の
燃
え
る
よ
う
な
色
合
い
が
、

不
思
議
と
マ
ッ
チ
し
て
い
て

人
々
の
目
と
心
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
風
景
は
、
西
金
の
つ

つ
じ
个
丘
で
撮
影
し
た
も
の
で

す
。︵
撮
影
日　

4
月
24
日
︶

▽
５
月
31
日
（
水
）
開　

会

▽
６
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　

４
日
（
日
）
自
宅
審
議

▽　
　

５
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　

６
日
（
火
）
一
般
質
問

▽　
　

７
日
（
水
）
一
般
質
問

▽　
　

８
日
（
木
）
逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

福　

田　

祥　

江

副
委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

菊　

池　

靖　

一

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

四
季
の
便
り

送
の
ほ
か
録
音
放
送
も
し
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
お
聴
き
く

だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ

放
送
等
で
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

　

町
議
会
議
員
に
な
り
３

年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

研
修
会
の
中
止
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
２
月
、

私
が
議
員
に
な
っ
て
初
め

て
﹁
町
村
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
﹂
が
開
催
さ
れ
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ほ
か
の
町
村
議
会
の

広
報
誌
を
見
て
講
義
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
今

後
、
更
に
町
民
の
皆
様
に

親
し
み
や
す
い
誌
面
作
り
、

分
か
り
や
す
い
工
夫
に
活

か
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
の
任
期
は

一
年
を
切
っ
て
い
ま
す
。

残
り
の
日
々
で
何
が
で
き

る
の
か
を
自
問
自
答
し
な

が
ら
、
任
期
満
了
の
日
ま

で
町
政
を
し
っ
か
り
見
つ

め
、
町
民
の
皆
様
に
寄
り

添
い
な
が
ら
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
福
田
祥
江
︶

あ
と
が
き

6
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


